
た
。
そ
の
一
組
の
足
削
聞
は
二
十
人
、
外
に
小
路
二
人
・

手
特
二
人
は
引
に
下
さ
れ
、
後
川
の
栴
と
成
っ
た
。

御
先
手
物
聞
は
平
士
役
で
あ
る
。

ザ
ギ
ノ
モ
リ

鷺
森

叶
W
J

石
川
端
大
野
庄
に

邸
ず
る
郁
消
。
越
到
品
百
三
州
芯
来
凶
固
刑
聞
は
に
、『
古
へ

市
削
よ
り
引
国
防
の
所
へ
行
き
て
成
と
な
る
請
を
防
人

と
去
。
防
人
制
で
佐
伎
茂
利
と
訓
ず
。
石
川
術
開
川
森

村
は
、
防
人
の
成
迭
の
地
の
泣
名
成
る
べ
し
。
』
と
あ

る
。
文
総
森
は
佐
奇
の
森
の
請
で
、
位
帯
川
は
以
川

の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
村
そ
の
河
訟
に
あ
る
か
ら
の

名
と
す
る
設
も
あ
る
。
明
治
中
に
主
り
降
U
U
赤
土
と

合
し
て
新
た
に
紳
介
と
抑
制
し
た
。

ザ
キ
ヤ
マ

崎
山

鹿
島
情
川
品
川
保
に
制
す
る
附
加

古川
O

結
末
に
近
い
回
、
河
附
の
ル
山
駒
山
院
を
聞
製
し

て
分
aX
し
た
も
の
で
あ
る
。

サ
キ
ヤ
マ

崎
山

以
京
掛
字
川
品
川
に
出
し
、
宇

川
除
臨出
陣
南
方
の
間
断
で
あ
る
。

サ
キ
ヤ
マ
ガ
ハ

崎
山
川

即
応
掛
川
内
野
か
ら
投

し
、
北
枕
し
て
上
湯
川
を
池
ぎ
、
刑
制
加
小
字
川
尻
で

海
に
入
る
。
統
制
入
粁
。

サ
キ
ヤ
マ
ザ
ハ
ノ
ゴ
ウ

崎
山
還
野
郷
脹
れ
州
都

に
凶
す
る
。
滞
政
的
代
に
詳
し
く
は
他
三
郷
之
内一
術

山
開
野
郷
と
い
ひ
、
開
貯
の
一
村
の
み
を
含
ん
で
ゐ

た
。
天
正
十
五
年
十

一
且
官
五
日
附
前
川
利
家
か
ら

行
動
山
寺
中
に
典
へ
た
犯
行
献
に
大
呑
抑
野
と
あ
る

か
ら
、
も
と
大
呑
郷
の
う
ち
で
あ
ら
う
o
J

ザ
キ
ヤ
マ
ジ
ヨ
ウ

崎
山
妓

邸
主
即
日
子
山
律
問

問
聞
の
州
制
山
上
に
あ
っ
た
。
三
宅
小
三
郎
宗
総
の

鍛
る
腕
と
い
ふ
。
越

ARm三
州
芯
に
‘
或
は
天
呑
城

と
も
い
ふ
と
あ
る
。

ザ
キ
ユ
ウ

砂
丘

加
能
二
凶
の
砂
斤
は
、
我
が

闘
に
於
い
て
最
も
限
式
的
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中

江
泊
砂
丘
は
江
泊
捕
の
一
山
雨
裕
階
に
あ
る
も
の
で
、

サ
キ
l

サ
ク

は
百
姓
が
耕
作
を
始
め
る
頃
か
ら
製
す
る
食
帆
刊
で
、

諸
都
に
あ
る
作
食
搬
に
之
を
納
め
、
貸
附
の
方
法
は

時
代
に
よ
り
異
な
る
も
、
概
ね
一
番
作
食
を
ニ
且
、

二
番
作
食
を
三
且
に
貸
奥
し
、
十
且
又
は
」
i

一
且
に

二
削
の
利
子
を
附
し
て
返
納
せ
し
め
た
。
し
か
し
流

文
の
頃
は
証
利
息
で
あ
っ
た
。
後
箆
賂
・
明
和
頃
よ

り
、
作
食
米
が
製
容
再
び
借
用
し
得
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
糠
等
を
侠
装
し
て
返
納
米
に
援
す
る
恕
風
を

生
じ
た
の
で
、
天
明
元
年
傍
畿
の
袋
附
を
綬
し
、
阪

に
貸
附
し
た
額
は
年
賦
返
上
せ
し
め
る
こ
と
L

し
、

生
計
の
閃
維
な
る
諸
に
限
り
新
た
に
貸
附
し
て
十
e

年
返
納
と
定
め
た
が
、
そ
れ
も
五
年
に
全
同
惜
し
た
。

次
い
で
文
化
八
年
作
食
米
再
興
の
騒
が
あ
り
、
九
年

に
は
夫
食
貸
米
を
止
め
、
作
食
米
一
高
四
千
石
を
貸

附
し
て
十
γ

年
返
上
と
定
め
、
日
つ
年

々
明
石
す
る
計

純
で
あ
っ
た
が
，
多
年
夫
食
米
を
以
て
生
活
し
て
来

た
百
姓
等
は
、
作
食
米
の
年
賦
返
上
を
も
錯
し
得
な

か
っ
た
か
ら
、
十
年
三
且
か
の
一
一
品
四
千
石
を
跡
々

貸
米
の
中
に
抽
出
じ
て
返
上
せ
し
め
る
こ
と
に
し
た
。

サ
ヲ
ジ
ザ
カ
作
事
鍍

金
探
な
る
今
の
民
坂
を

い
」
。
坂
上
の
粂
六
関
内
に
放
作
附
刷
所
が
あ
っ
て
か

ら
の
名
で
あ
る
。

ザ
h
y
ジ
シ
ヨ

抱
一
品
約
六

O
米
。
大
明
寺
川
の
河
口
を
越
え
て
越
前

の
砂
任
に
辿
る
。
次
に
能
尖
砂
丘
は
江
沼
砂
丘
の
東

北
手
取
河
口
に
主
る
も
の
で
、

一
郎
は
深
く
柴
山
・

今
江
潟
の
聞
に
入
っ
て
帆
四
粁
に
及
び
、
柴
山
訟
の

北
で
は
耐
さ
=
一

O
米
に
認
す
る
。
次
に
石
川
砂
丘
は

手
取
河
口
よ
り
大
野
河
口
に
主
る
闘
で
、
幅
一
粁

・

最
山
一
八
米
に
上
る
加
が
あ
る
。
次
に
河
北
羽
咋
砂

丘
は
大
野
河
口
か
ら
用
羽
咋
郡
一
宮
町
丸
に
歪
る
闘

で
、
M

討
さ
三
八
粁
。
そ
の
中
加
到
で
は
幅
二
粁
に
逮

し
、
世
間
さ
田
区
民
屋
の
阻
方
で
六

O
米
九
を
測
る
。
か

〈
の
如
き
尚
飢
を
有
す
る
も
の
は
、
邦
内
唯
鳥
取
務

細
川
に
之
を
見
る
ば
か
り
で
あ
る
。
次
に
自
京
砂
丘

は
幼
咋
湖
沼
町
駅
川
・梢
見
川
の
耐
河
口
聞
に
柑
駁
す

る
も
の
で
、
お
さ
二

O
米
に
鐙
す
る
。
次
に
黒
白
砂

圧
は
悶

v-tm阿
岸
川
・-八今
川
の
聞
に
あ
る
も
の
で
あ

る
。
最
後
に
妹
洲
加
の
東
伊
怒
路
か
ら
製
持
の
聞
に

珠
洲
砂
任
が
あ
っ
て
、
制
一

O
米
乃
主
二

O
米
を
有

す
る
。サ
キ
ユ
ミ
グ
Z

先
弓
組

↓

サ

キ

テ

グ

ミ

先

手
組
。
ザ
ク

9
ヨ
ウ
ホ
ウ

作
旬
要
法

一
加
。
弘
化
五

年
的
来
の
俳
人
碓
到
脱
出叫が
、
俳
句
の
作
訟
を
犯
し

た
も
の
で
あ
る
。

作
事
所

御
作
附
刷
所
は
御
作
事
務

行
の
役
間
別
で
あ
る
。
初
め
金
制
仲
城
内
新
丸
の
中
央
、

尾
坂
門
の
西
側
に
あ
っ
て
、
金
神
御
坊
の
下
寺
を
そ

の
他
用
ひ
た
と
い
は
れ
る。

国
治
二
年
七
且
作

m
m

モ
h
「

を
域
外
相
地
泊
邸
内
に
移
し
た
。
是
は
後
に
故
作
明
所

と
い
は
れ
る
も
の
で
あ
る
。
延
旋
回
年
紋
作

m
mの

地
に
座
敷
を
建
設
す
る
を
以
て
、
叉
域
内
の
窃
佐
世

に
砂
し
、

隣
地
の
部
神
間
玄
制
官
邸
を
も
併
せ
て
之
を

建
て
た
と
い
ふ
の
が
、
後
世
の
作
問
中
所
で
あ
っ
た
。

次
い
で
資
郎
九
年
の
災
に
縫
っ
て
百
付
議
さ
れ
た
が
、

そ
の
地
域
に
増
減
は
な
か
っ
た
。

サ
ヲ
ジ
キ
グ
一
7

作
謀
議

出仙の
作
金
米
を
収
納

す
る
れ
郎
で
、『
一
、
純
作
無
沙
汰
に
仕
、
納
所
等
わ

だ
か
ま
り
、
公
wm
を
取
持
、
友
を
引
そ
こ
な
ひ
、
村

中
の
即
日
致
し
、
又
は
む
ざ
と
宿
々
町
方
に
総
出
、
無

用
の
川
H
物
仕
、
お
ご
り
た
る
一向
姓
有
之
候
は
ど
可
申

上
、
い
た
づ
ら
者
を
陪
也
候
は
ど
、
村
肝
煎

・
組
合

閉
ま
で
可
お
越
段
取
。
』
等
一山
姓
の
心
得
十

一
僚
を
記

紋
し
た
、
見
文
四
年
六
且
御
門
叫
周
掛
と
あ
る
懸
札
を

掲
げ
て
あ
っ
た
。

サ
タ
ジ
キ
マ
イ

作
品且
米

滞
政
の
時
、
作
食
米

サ
タ
ジ
シ
ヨ
ヨ
コ
メ
作
事
所
横
目

寛
永
年
中

御
作
底
部
中
行
の
姓
名
が
間
然
と
知
れ
て
ゐ
る
か
ら
、

御
作
堺
岡
山
航

H
も
こ
の
頃
に
は
飢
に
陥
っ
て
ゐ
た
も

の
で
あ
ら
う
。
包

L
N〈
の
姓
名
は
明
ら
か
で
な
い
。
元

徹
九
年
伊
際
椛
五
郎
、
十
年
七
且
に
は
渡
越
前
十
郎

が
命
ぜ
ら
れ
、
各
十
五
年
に
初
役
し
、
之
に
代
っ
て

小
原
油
開
左
衛
門
が
就
取
し
、
問
永
三
年
即
日
し
た
。
次

い
で
七
年
制
謹
小
兵
術
・
中
川
宿
右
衛
門
が
命
ぜ
ら

れ
て
以
来
、
雨
入
充
辿
約
し
た
。

サ
ク
ジ
ブ
ギ
ヨ
ウ

作
事
奉
行

加
到
椛
の
土
木

を
司
る
も
の
に
御
作

m
m・
御
世
刊
川
町
所
定
続
地
所

が
あ
っ
た
。
建
築
制
叫
帥
聞
の
如
き
木
工
に
闘
す
る
も
の

は
御
作
郎
容
行
の
官
幹
事
と
し
、
諮問附
・総
梁
・
惣
同
情
御

胤
筋
の
如
き
土
工
に
闘
す
る
も
の
は
御
也
前
田
中
行
、

犯
防
部
渠
の
如

s
m
Mに
閲
す
る
も
の
は
定
織
地
裕

行
の
臓
と
す
る
。
御
作
事
務
行
は
立
永
八
年
鶴
見
小

右
衛
門
の
命
ぜ
ら
れ
た
の
が
起
阪
で
あ
ら
う
。
夫
よ

り
稲
垣
=
一
之
丞
・
辻
助
左
衛
門
・
牧
茜
左
衛
門
・杉
江

次
郎
兵
術
開
守
町
名
が
見
え
る
が
、
任
命
の
年
月
等
は

不
明
で
あ
る
。
瓜
治
ご
年
抽
出
治
郎
左
衛
門
、

W
品交

年
間
原
山
川λ
右
印
刷
門、

三
年
法
的
十
左
衛
門、

四
年

大
久
保
忠
左
衛
門
が
命
ぜ
ら
れ
、
以
来
辿
綿
し
、
一一一

λ
或
は
二
人
の
附
も
あ
っ
た
が
、
V
F
保
の
中
頃
ょ
。

判的に
三
人
と
な
っ
た
。

サ
ヲ
ダ
ヒ
ラ

作
平

一日
山
ン
珠
洲
州
州
大
作
の
内

の
小
学。

サ
タ
ダ
ヒ
ラ
作
平

門
付
ン
珠
洲
加
巾

(
総
務

名
〉
の
内
の
小
字
。

ザ
ヲ
ト
h
y

作
徳

作
徳
は
作
判
官
の
義
で
、
百
姓

が
持
お
を
耕
作
す
る
昨
は
、
そ
の
抱
相
に
射
す
る
翻

米
を
滞
又
は
滞
の
給
人
に
納
入
し
、
そ
の
時
間
係
が
作

徳
に
な
る
剤
師
で
あ
る
。
作
徳
の
中
か
ら
、
更
に
夫
銀
・

郡
打
銀
・村市
品
雑
を
支
出
し
た
百
姓
の
純
枚
入
は
、手

圃

七


